
自らの疑問を基に探究課題を設定することができる生徒の育成
―プチ課題設定シートの活用と友達と交流し合う活動を通して―

特別研修員 社会 吉田吟（中学校教諭）

成果○ と 課題●
○【プチ課題設定シートによる学習の振り返りと疑問の蓄積 → 探究課題（Before）設定・共有 → 友達

と交流→ 再考 → 探究課題（After）設定】のサイクルを複数の単元で取り入れたことで、生徒も自ら
の疑問を基に探究課題を設定することに慣れてきた様子が見られた。

●教師は単なる進行役ではなく、生徒の学びを保障しながらも学習活動の質を高められるファシリテー
ターとしての役割を果たすための工夫を考える必要がある。

生徒
の実態

疑問をもって主体的に学ぶこと
が得意ではない生徒もいる

教師
の願い

社会の中でささいな疑問をもち、
課題を見付けようとする資質を
身に付けてほしい

目指す生徒像 自らの疑問を基に探究課題を設定することができる生徒

◇実践例：単元名「これからの人権保障」（通常時、３時間構成の単元）

第１～３時 プチ課題設定シートへの学習の振り返りと疑問の蓄積

第１～３時における各授業の終末に
「学習の振り返り」と「疑問」を
アンケート作成ソフト で送信する。
送信された内容については、教師が
表計算ソフト にコピー＆ペーストし
一覧で見られるようにする。

「プチ課題設定シ完成

アンケート作成ソフト

表計算ソフト

｢プチ課題設定シート｣

第４時-１ 探究課題（Before）を設定する過程

｢プチ課題設定シート｣ を参考にしながら、探究課題
（Before）を設定しアンケート作成ソフト で送信する。
全員が送信できたことを確認後、
教師が交流用の表計算ソフト へコピー＆ペーストし、
互いの探究課題（Before）を共有できるようにする。

｢プチ課題設定シート｣

アンケート作成ソフト

交流用の表計算ソフト

Ⅰ．ペアになり互いの探究課題の設定理由を伝え合う。
Ⅱ．交流用の表計算ソフト へ、互いの探究課題がより

よくなるためのアドバイスを入力し合う。
上記ⅠとⅡの学習活動を、
相手を変えながら３セット実施。

第４時-２ 友達と交流する過程

交流用の表計算ソフト

こういう視点も取り入れたらもっと
解決的な探究課題になると思う！

友達から入力してもらったアドバイスを基に再考し、探究課題（After）を設定する。

紛争が起きている
国の生活状況と
日本の違いとは？

紛争が起きている
国の生活と日本の
生活の違い～どう
すれば紛争を解決
できる？～

自分なりの解決方法なども
考えるといいかも！

今後どうしていくべきかって
いう話も聞きたいです！

結構難しそうだけど紛争を防
ぐ方法も考えてほしいかな！生徒Ａの探究課題（Before）

友達３人から入力してもらったアドバイス
生徒Ａの探究課題（After）
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手立て①

手立て②

｢プチ課題設定シート｣

｢プチ課題設定シート｣

第４時-３ アドバイスを基に再考し、探究課題（After）を設定する過程

複数の通常単元に 本実践 の１時間を加えることで、探究心upを目指す


